
日米新共同訓練の実施について

【訓練空域（イメージ）】【訓練空域（イメージ）】

訓練期間：
令和７年３月４日及び６日
※新空軍は、３月４日は厚木基地、６日は三沢基地から離陸し、それぞれ日米新共同訓練に参加予定

訓練実施場所：日本周辺（太平洋上）
参加部隊：

【海 自】哨戒機「Ｐ－１」 ×１機※厚木航空基地所属（４日のみ）

哨戒機「Ｐー３C」×１機※八戸航空基地所属（６日のみ）

【米海軍】哨戒機「Ｐー８Ａ」×１機※三沢基地所属

【新空軍】哨戒機「Ｐー８Ａ」×１機
訓練項目：
各種戦術訓練（対潜戦訓練、情報交換訓練）
その他：
新空軍は、厚木及び三沢基地に宿泊

新空軍の哨戒機「Ｐ－８Ａ」×１機が、３月４日（火）及び６日（木）、厚木基地及び三沢基地へ
それぞれ展開・滞在するとともに、日米新３か国による共同訓練を実施します。
具体的には、海上自衛隊の哨戒機「Ｐ－１」及び「Ｐー３C」が、日本周辺（太平洋上）において、新
空軍の哨戒機「Ｐ－８Ａ」と米海軍の哨戒機「Ｐ－８Ａ」とともに、各種戦術訓練を実施します。
本訓練を通じて、海上自衛隊の戦術技量向上及び日米新３か国間との連携の強化を図るものです。

【共同訓練等の概要】【共同訓練等の概要】

1Ｐ－３Ｃ

Ｐ－８Ａ

厚木

訓練海空域① 訓練海空域②

三沢

Ｐ－８Ａ

Ｐ－１



2

新空軍 Ｐ－８Ａ ポセイドン 哨戒機
商用機であるボーイングＢ７３７－８００をベースに
開発された哨戒機で、最新の哨戒・攻撃機能を有してい
ます。
・ 全長 ３９．５ｍ
• 全幅 ３７．６ｍ
• 全高 １２．８ｍ
• エンジン ２基

（参考）厚木基地及び三沢基地に飛来する外国軍航空機について


